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ププララッットトフフォォーームム通通信信  第８号 

 平成２６年７月１５日発行 

   （社）未来のまち・交通・鉄道を構想するプラットフォーム 

人口減少における東京都市圏の再構築に向けて 

 

矢島 隆 
 

（1） ふりかえってみると 20 世紀は戦前期と戦後期を通じて、経済成長の時代であり、全

国人口増加の時代であり、都市化の時代であった。都市計画の主要かつ緊急の目標は、

特に大都市に集中する人口と産業の受皿を造ることであり、関連する産業基盤施設、

交通基盤施設、生活基盤施設、防災基盤施設などの整備も緊急の課題であった。都市

化に伴って、大都市の地価は高騰を続けたので、住宅地、工業用地の開発は、地価の

安い郊外または埋立地へ向かった。住宅地についていえば、緑豊かで健康的な郊外で

子育てを行い、一家の稼ぎ手は職場へ鉄道で通勤することは戦前に始まり、戦後に引

継がれたライフ・スタイルであり、郊外の宅地と一戸建てのマイホームを所有するこ

とは勤労者の夢であり、有望な資産保有形態でもあった。鉄道各社は 20 世紀を通じ

て新線敷設、既設線の改良、鉄道輸送力の増強に努めた結果、東京都市圏は質量とも

世界に誇り得る郊外鉄道網とこれに相互直通する地下鉄網を創り上げた。その整備手

法としては日本型の TOD（Transit Oriented Development）が特に大都市私鉄によ

り多用された。東京都市圏は鉄道によって創りあげられ、その活動は鉄道によって支

えられていると言って過言ではない。東京都市圏は世界的にみても稀有なトランジッ

ト・メトロポリスなのである。 

 

（2） 21 世紀に入って浮上した、新たなメガトレンドは、製造業の空洞化および全国人口の

減少ならびに高齢化である。この結果地方都市においては既に都市圏人口の減少、郊

外市街地の縮退、中心市街地の活力低下が顕在化し、様々な努力にも拘らず、その傾

向は停まるところを知らない。 

 

（3） 東京都市圏も地方都市で既に顕在化している傾向を免れることはできないが、その程

度は相対的に小さいだろう。世界都市東京は、全国的にみて、抜きん出た活力を維持

し続けるからである。東京都市圏においても、郊外市街地の縮退は、基本的には遠郊

から始まるであろうが、潮の引くように外側から一様に縮んでゆくのではない。例え

ば遠郊の高台にある住宅地で、団塊の世代を中心にほぼ同時期に入居した場合は、多

数の空き家が生じ、住宅地が縮退するクールエリアになる。近郊で駅に近い住宅地で

は、親世代から子世代への交代が起り得るし、新たな住宅開発が行われれば若い世代

が入居する。これらはホットスポットと呼ばれ、市街地は維持更新される。遠郊では
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クールエリアが多く、近郊ではホットスポットが多い。こうしたまだら模様の縮退は

マクロ的には交通利便性により左右されるが、住宅地の整備時期、居住者の年齢層、

敷地規模などのミクロ的な条件によっても大きく異なると考えられる。 

 

（4） 東京都市圏を将来にわたって持続可能なトランジット・メトロポリスに再構築するに

は、鉄道を軸としたパーム（掌）フィンガー（指）の骨格的都市構造を維持、発展さ

せることを基本として、郊外部を中心に土地利用と交通の両面から部分的に創り直す

ことが必要であろう。そのためには三つのキーコンセプトが有用であろう。第一は、

鉄道によって直接サービスされている沿線地域（トランジット・コリドー）に居住の

みならず総合的な都市機能の高密度な集積を促すことである。個々の鉄道駅を豆粒と

イメージしてみると、トランジットコリドーは豆粒が連なって 1 つのさやに納まった

「えんどう豆」のようにもイメージできる。第二は 2 つのトランジットコリドーに挟

まれた「間の地域」の再生である。「間の地域」では残存する水と緑の自然環境およ

び都市農地を保全するとともに、人口減少の著しい郊外市街地、点在する公共公益施

設ならびに遊休資産の再編成・再利用を行う。第三に、交通面について、自動車に過

度に依存しない郊外部のモビリティの強化・確保である。この場合、先ず念頭に浮か

ぶのは鉄道駅からの枝線公共交通機関として、都市モノレールや新交通システムを導

入し、あるいはバス網を強化することであろう。しかしながらこれらのシステムは、

中量輸送機関と分類され、一定程度以上の輸送密度が路線上に存在しないと採算が取

れない。郊外部においては既存のバス路線すら存続が危ういことを想起すべきである。

コミュニティバス、デマンドバスあるいはデマンドタクシーといった選択肢にも採算

性の壁があることは明白である。決定的な解と言うものではないが、有望なのは、既

に複数の事業者が営業を開始している会員制レンタカーシステムであるカーシェア

リングではないだろうか。様々の公共交通システムとカーシェアリングの組み合わせ

が将来の自動車のみに依存しない郊外部のモビリティを担うであろう。 

 

（5） 以上述べてきたことは家田仁先生と筆者との近著（概要下記）の中から主題に関連し

た部分を抜粋要約したものである。興味を持たれる方は、御一読をお薦めする次第で

ある。 

 

一般社団法人計画計量研究所シニアフェロー 

                  日本大学客員教授 （未来構想 PF 副会長） 
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  ＷＳ（ワークショップ）研修                        
（空き８ポイント一行 

 

■ＷＳ研修：首都圏鉄道網 30年ビジョン No.2 いよいよスタート 

 ［ねらい］ 

失われた 20年といわれる長い低迷期のなかで、国や企業を含めて日本の将来を描く機運が

失われ、インフラ整備の議論も目前の課題に集中しがちである。鉄道交通プロジェクトは実

施の難しさから長期に亘ることが多く、実現までに数十年かかることがごく普通になってい

る。このため将来ビジョンを構想することは極めて大切であり、かつ 30年以上を視野に入れ

たものでなくてはならない。 

前回のＷＳでは、ビジョン作成上必要な視点など基本的な事柄に重点が置かれていた。今

回はその議論をベースにして具体的なプロジェクトを構想することへと発展させる。 

   

［進め方］ 

 今回は、計画・交通研究会や鉄道・運輸機構といったＪＲグループ以外からの参加者も加わり 

活発な議論が期待されます。 

 第 1回は 8月 6日、12月まで 8回の開催を予定。共通の構想をまとめるのではなく、各個

人が意見交換を通じて、全体の業務フローを理解することが目的です。 

 

（平成 26年７月 15日 事務局） 
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  ＶＯＩＣＥ（会員の声）                         

感動を得るために 

 

「あなたが一番輝いた瞬間はどんな時ですか」         

これは、もう数年前になりますが、就職活動中に面接官から問われた質問です。想定外の

質問に大変動揺しましたが、私は、「輝いた瞬間」≒「達成感を味わった瞬間」として、学生

時代にオーケストラに所属していた経験で、自分達の定期演奏会を無事に終えられた瞬間だ

と答えました。的を射た回答ができたかは分かりませんが、どうにかその後数回の面接後に

内定をいただき、現在入社５年目を迎えております。 

 オーケストラは、野球やサッカーのように、レギュラーの人数が決まっているわけではあ

りません。楽器や曲にもよりますが、部員全員でステージに乗ることも可能です。しかし、

部員同士息の合った演奏をするには、レギュラーを勝ち取るのと同じように努力が必要です。

だからこそ、その集大成として、苦楽を共にしたメンバーと一緒に演奏できた瞬間を自分が

一番輝いた瞬間として、挙げさせていただきました。 

ここで、オーケストラというと、「眠くなる」といった印象をお持ちの方も少なくないかと

思いますので、個人的な解釈で恐縮ですが、お仕事の合間におススメの曲を以下にご紹介し

たいと思います。 
 

♪ブラームス交響曲第 1 番 1 楽章 

  冒頭から弦楽器の重苦しいメロディの中、一定のリズムで連打されるティンパニを聞い

ていると気持ちが落ち着いてくるので、イライラした時におススメです。 

♪シベリウス交響曲第 2 番 4 楽章 

  4 楽章の直前まで、淋しく忍耐を感じさせる曲調が続きますが、4 楽章からは、困難を

乗り越えてハッピーエンドに向かっていく曲なので、仕事を頑張った後におススメです。 
 

話が反れましたが、少し前に、似たようなことを聞かれました。 

 

 

 

「仕事をしてきた中で、どんなことに感動しましたか」 

就職活動中の学生さんからのドキッとする質問でした。 

悩んだ中で、私は同じように、「感動」≒「達成感」として、

日々小さな感動を味合うことはあるとした上で、自分が計画

した業務が実際にカタチになったことがまだ無いため、それ

が実現した時は大きな感動を味わえるかもしれないと答えま

した。やや中途半端な回答しかできなかったことが心残りと

なっています。 

現在、私が新入社員の時に担当させていただいた駅周辺整

備計画が建設中とのことで、完成したら見に行きたいと考え

ています。いつか同じような質問を受けた際は、その時の感 

私の楽器（チェロ）です。 

約 10 年愛用しています。 
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動をお伝えできればと思うと同時に、新たな感動を得られるよう公私とも、頑張っている毎

日です。 

 
（吉住弥華 ジェイアール東日本コンサルタンツ株式会社 計画部） 

 

  ＮＥＷＳ                                   

（空き８ポイント一行） 

■シビルＮＰＯ連携プラットフォーム（ＣＮＣＰ）が会報第3号を発行 

  ＣＮＣＰ通信第３号の掲載項目は以下のとおりです。 

   ・巻頭言  有岡正樹 ＮＰＯ法人「スリムJapan」理事長 

      東日本大震災復旧・復興に関与して学んだシビルＮＰＯ活動の限界 

   ・コラム  和田 惠 日刊建設通信新聞社専務取締役 

      法人会員の活動予定などを情報発信 

・会員紹介 ＮＰＯ法人「シビルまちづくりステーション」） 

   ・イベント案内   グローカル（GLOCAL）な視点で見直そう 

土木分野におけるＮＰＯ・ＮＧＯ活動を！ 

   ・部門活動紹介 地域活動支援部門 

・事務局通信   

 

  今月の国際比較データ                                   

  

① 高速鉄道地域図（2013 年 11 月時点） 

出典：UIC 国際鉄道連合 HP 

資料提供者：西條信行 東京工事事務所品川ターミナル 
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② 世界各国の降水量等 

出典：国土交通白書 2013  

資料提供者：稲田正 公益財団法人東京都都市づくり公社沿道まちづくり事務所 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

国際比較データを募集しています。 

出典を明記し、メールで下記まで送信して下さい。 

kokusai-data-ws@miraikoso.or.jp 
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  事務局通信                                                 
（空き８ポイント一行） 

■賛助会員を募集しています 

 

（社）未来のまち・交通・鉄道を構想するプラットフォーム（略称：未来構想プラットフォーム） では、

下記の目的に賛同し、活動支援を行って頂く “賛助会員” を募集しています。 

 

 

■未来構想プラットフォーム（場）は、 

   ・これからのまち・交通・鉄道を構想し議論する場 

   ・各界の有識者によるワークショップなどを企画開催する場 

   ・元気なベテラン技術者から次代を担う若手技術者への技術継承の場 

   ・国内・海外のインフラプロジェクトに参画できる技術者の養成の場 

であり、産学官・現職ＯＢの壁を越えて、様々な形での交流を目的としています。 

 

       

□プラットフォーム（場）での議論のテーマは、自主研究の他、いろいろな企業や事業主 

から持込まれるもので、造詣の深い会員や各界の有識者がメンバーとなってまとめ 

ます。言い換えれば非公式な委員会です。 

□ワークショップ形式による研修を実施しています。具体的な駅を中心とした将来構想 

や調査計画段階の施工計画を１講座６～８回のシリーズで行い、その手順や重要な 

ポイントを学びます。 

 

賛助会員として入会頂くと、 

□講演会や各種研修に優先的に参加出来、各界の有識者や他社の技術者との交流の機会をも

てます。  

□Facebook 交流グループ（非公開）で行われている意見交換（企画中）を見ることはもちろん、議

論にも参加出来ます。 

□会費は無料です。 

 

入会希望者は、末尾連絡先（事務局）に「賛助会員希望」とメールで申し込んで下さい。 
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プラットフォーム通信では、メンバーの皆様の投稿をお待ちしています。 

連絡先：未来構想 PF 事務局 土井  携帯:090-9150-8613 メール：info@miraikoso.or.jp 

〒100-6005 東京都千代田区霞が関 3-2-5 霞が関ビル 5F-28 

～～～   ●●●   今今今月月月ののの写写写真真真コココーーーナナナーーー   ●●●   ～～～   

   

    

 

   

 

 

 

 

（中村邦夫 ジェイアール東日本コンサルタンツ㈱東北支店） 

お祭りの日 境内の子ども達 

村祭り 獅子と子ども 

ＳＬ運転の日 

mailto:info@miraikoso.or.jp

